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の
法
興
振
域
地
田
棚

て
い
つ
に
正
改 集

特

　

棚
で
上
る
図
を
興
振
の
域
地
、
り
守
を
田
棚
る
あ
で
産
財
な
重
貴
の
達
私

、
は
で
号
今
。
す
で
の
も
い
き
大
も
て
と
は
割
役
す
た
果
の
法
興
振
域
地
田

佐
補
長
課
尚
利
野
中
る
い
て
し
当
担
を
興
振
の
域
地
田
棚
で
省
産
水
林
農

。
す
ま
き
だ
た
い
て
し
説
解
て
い
つ
に
正
改
律
法
の
こ
、
に

省
産
水
林
農

  

局
興
振
村
農

課
興
振
域
地
部
策
政
村
農

野
中

 

尚
利

2

に
め
じ
は

　

の
域
地
田
棚
び
及
全
保
の
田
棚
、
は
法
興
振
域
地
田
棚

月
６
年
元
和
令
、
め
た
る
図
を
興
振

12

時
の
間
年
５
に
日

31

議
て
し
と
）
で
ま
日

。
た
し
ま
し
立
成
り
よ
に
法
立
員

　

り
取
の
間
年
５
後
定
制
法
興
振
域
地
田
棚
、
は
で
稿
本

。
す
ま
し
介
紹
ご
て
い
つ
に
容
内
の
正
改
法
の
回
今
と
み
組

況
状
用
活
の
法
興
振
域
地
田
棚

　

議
協
て
い
お
に
域
地
田
棚
定
指
、
は
法
興
振
域
地
田
棚

、
り
よ
に
と
こ
る
け
受
を
定
認
の
画
計
動
活、
し
織
組
を
会

の
ら
か
定
制
法
。
す
ま
り
な
と
象
対
の
置
措
遇
優
種
各

5

和
令
（
間
年

7
年
3

は
域
地
田
棚
定
指
で
）
で
ま
末
月

41

で
県
府
道

3
3
7

は
画
計
動
活
、
れ
さ
定
指
が
域
地

39
道ま

い
て
れ
さ
定
認
が
画
計
０
０
２
で
域
地
１
４
４
の
県
府

図
（す

1
。）

況
状
用
適
の
置
措
遇
優
）
１
（　

　

  

る
い
て
れ
さ
定
指
に
域
地
田
棚
定
指

3
3
7

域
地

興
振
域
地
、
て
い
つ
に

8
法
※

い
て
け
受
を
定
指
の

が
域
地
い
な

2
6
1

域
地
の
ら
れ
こ
、
り
あ
域
地

助
補
に
た
新
て
し
と
域
地
利
不
件
条
、
て
い
お
に

。
た
し
ま
り
な
と
象
対
の
げ
上
嵩
の
率

業
事
共
公
る
す
施
実
で
域
地
の
定
特
、
は
法
８
興
振
域
地
※

域
地
の
そ
、
り
よ
に
と
こ
る
ず
講
を
置
措
遇
優
て
い
つ
に
等

お
に
域
地
村
山
農
定
特
「、
で
律
法
る
す
と
う
よ
せ
さ
展
発
を

関
に
進
促
の
備
整
盤
基
の
め
た
の
化
性
活
の
等
業
林
農
る
け

措
別
特
進
促
立
自
域
地
疎
過
「」
法
興
振
村
山
「」
律
法
る
す

別
特
興
振
縄
沖
「」
法
興
振
島
離
「」
法
興
振
島
半
「」
法
置

諸
原
笠
小
「」
法
置
措
別
特
発
開
興
振
島
群
美
奄
「」
法
置
措

。
す
ま
し
指
を」
法
置
措
別
特
発
開
興
振
島

　

受
を
定
指
の
法
８
興
振
域
地
で
ま
れ
こ
、
り
よ
に
れ
こ

い
な
い
て
け

2
6
1

べ
延
、
て
い
お
に
域
地

1
5
2

区
地

る
係
に
れ
こ
、
れ
さ
施
実
が
業
事
係
関
備
整
盤
基
業
農
で

が
率
助
補
庫
国

50

ら
か
％

55

に
と
こ
た
れ
さ
げ
上
嵩
に
％

約
り
よ

72

ま
り
が
な
つ
に
減
軽
の
担
負
元
地
の
分
円
億

。
た
し

　

和
令
、
は
で
金
付
交
払
支
接
直
等
域
地
間
山
中
、
た
ま

■ 図１：指定棚田地域における地域振興８法の指定状況
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2

み
組
り
取
の
め
た
る
図
を
興
振
の
域
地
田
棚
ら
か
度
年

創
が
算
加
動
活
興
振
域
地
田
棚
、
て
し
と
援
支
る
す
対
に

地
農
斜
傾
急
超
、
は
ら
か
度
年
４
和
令
に
ら
さ
、
れ
さ
設

、
れ
さ
置
措
も
げ
上
き
引
の
価
単
る
よ
に
算
加
理
管
全
保

千
７
約
て
し
と
積
面
組
取
の
度
年
５
和
令

ha

算
加
田
棚
が

2
。）要

概
の
正
改
の
法
興
振
域
地
田
棚

　

和
令
を
限
期
法
、
は
で
正
改
法
の
回
今

12
年
3
月
31
日加

追
に
た
新
が
項
事
の
記
左
、
に
も
と
と
る
す
長
延
で
ま

。
た
し
ま
れ
さ

）
１
（

 

置
措
例
特
る
係
に
化
速
迅
の
分
処
る
よ
に
等
法
地
農

加
追
の

　
　

  

続
手
の
等
用
転
地
農
の
合
場
る
す
備
整
を
等
所
売
直

。
た
し
ま
れ
さ
記
追
が
旨
う
行
に
速
迅
を
き

加
追
の
務
義
力
努
の
体
団
共
公
方
地
び
及
国
）
２
（　

　

  

に
業
事
種
各
る
す
資
に
興
振
域
地
田
棚
る
よ
に
体
団

。
た
し
ま
れ
さ
記
追
が
旨

加
追
の
定
規
慮
配
の
体
団
共
公
方
地
び
及
国
）
３
（　

　

  
、
り
た
当
に
進
推
の
策
施
る
す
関
に
興
振
域
地
田
棚

く
い
て
じ
講
を
置
措
な
的
極
積
て
い
つ
に
項
事
の
次

棚田地域振興法の改正について

。
た
し
ま
れ
さ
と
と
こ

① 

特
域
地
、
化
強
の
盤
基
産
生
の
め
た
る
図
を
興
振
の
業
農

な
的
端
先
、
進
増
の
費
消
、
通
流
・
産
生
・
発
開
の
物
産

。
る
す
進
推
を
携
連
の
と
等
業
光
観
、
入
導
の
術
技

② 

の
材
人
る
す
与
寄
に
止
防
害
被
び
及
止
防
の
害
被
獣
鳥

。
る
め
努
に
保
確
・
成
育

③ 

進
推
を
住
居
域
地
二
び
及
住
定
、
住
移
の
へ
域
地
田
棚

の
へ
動
活
同
共
な
的
域
地
、
備
整
の
宅
住
、
め
た
る
す

。
る
す
進
推
を
備
整
の
境
環
活
生
等
援
支

④ 

提
報
情
の
へ
者
る
す
と
う
よ
し
住
居
域
地
二
は
又
住
移

。
る
す
進
推
を
等
与
供
の
宜
便
、
供

⑤ 

理
民
国
る
す
対
に
等
能
機
的
面
多
・
業
農
の
域
地
田
棚

の
と
域
地
田
棚
と
等
市
都
等
進
促
の
泊
農
、
成
醸
の
解

。
る
す
進
推
を
等
進
促
の
流
交

⑥ 

携
連
る
け
お
に
間
の
者
つ
持
を
り
わ
関
の
と
域
地
田
棚

。
る
図
を
保
確
の
力
協
び
及

　

込
き
書
に
律
法
、
て
い
お
に
論
議
の
で
会
国
、
て
え
加

　

の
域
地
田
棚
「
は
で
国
、
て
け
受
を
正
改
法
の
ら
れ
こ

と
」
針
方
本
基
「
下
以
（
針
方
な
的
本
基
る
す
関
に
興
振

を
進
推
る
な
更
の
興
振
域
地
田
棚
、
し
正
改
を
」）
。
う
い

■ 図２： 中山間地域等直接支払交付金における
 棚田加算交付面積の推移



45

棚
田
地
域
振
興
に
係
る
各
種
取
り
組
み

　棚
田
地
域
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
法
律
に
基
づ
く
取

り
組
み
の
ほ
か
に
、
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

　
　

  

平
成
11
年
に
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
が
認
定
さ
れ
、

時
間
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
に
「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
〜
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
〜
」

と
し
て
2
7
1
棚
田
を
認
定
し
、
棚
田
地
域
の
活

性
化
や
棚
田
の
有
す
る
多
面
的
機
能
に
対
す
る
一

層
の
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　

  

企
業
、
N
P
O
等
の
多
様
な
関
係
者
と
と
も
に
棚

田
地
域
を
振
興
す
る
た
め
に
、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
創
設
し
、

令
和
７
年
４
月
時
点
で
43
企
業
を
認
定
し
て
い
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
企
業
で
は
、
積
極
的
に
棚
田
地

域
振
興
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
３
） 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
棚
田
地
域
の
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　

  

棚
田
地
域
に
お
け
る
企
業
連
携
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
取

り
組
み
を
行
う
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
棚
田
地
域
を
結
び
つ
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
年
一
定
数
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

＜棚田地域振興に関する施策の変遷＞

平成11年 ７月 日本の棚田百選認定（134棚田）

平成12年 ４月 中山間地域等直接支払制度開始（現在６期目）

令和 元年 ６月 棚田地域振興法成立（議員立法）

令和 元年 ７月 棚田カード第１弾発行

   令和７年４月現在、第5弾まで発行（36府県 259地区）

令和２年  棚田地域振興に資する施策を公表

   ・中山間地域等直接支払交付金の棚田地域振興加算の創設

令和 ４年 ３月 「つなぐ棚田遺産」認定（271棚田）

令和 ４年 ４月  超急傾斜農地における中山間地域等直接支払交付金棚田地域振興活動加算の単価の引上げ

令和 ７年 ３月 棚田地域振興法改正

棚田地域振興法の改正について

（
４
）
棚
田
カ
ー
ド

　
　

  

棚
田
地
域
を
盛
り
上
げ
、
棚
田
保
全
の
取
り
組
み

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
令
和
元
年
７
月
に
第
一
弾

と
し
て
31
府
県
56
地
区
で
棚
田
カ
ー
ド
を
発
行
。

令
和
７
年
４
月
に
は
第
5
弾
を
発
行
し
、
こ
れ
ま

で
36
府
県
・
2
5
9
地
区
で
棚
田
カ
ー
ド
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

（
５
）
大
阪
・
関
西
万
博

　
　

  

令
和
7
年
6
月
8
日
か
ら
15
日
ま
で
、
大
阪
・
関

西
万
博
に
て
、
棚
田
カ
ー
ド
や
棚
田
地
域
の
特
産

品
（
棚
田
米
、
日
本
酒
等
）
の
展
示
、
V
R
ゴ
ー

グ
ル
に
よ
る
棚
田
模
擬
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　棚
田
の
保
全
や
地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
人
手
不
足
等

で
非
常
に
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
延
長
に
伴

う
新
た
な
活
動
計
画
の
策
定
を
通
じ
て
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
を
再
度
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
、
関
係
者
の

皆
様
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
、
前
向
き
な
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　最
後
に
、
棚
田
地
域
の
現
場
で
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
本
法
改
正
に
関
わ
っ
た
皆
様
に

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の
各
地
域
で
の
活
動
に
、

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
対
す
る
附
帯
決
議

　棚
田
は
、
農
産
物
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国

土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
生
物
の
多
様
性
の
確

保
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
の
多
面
に
わ
た
る

機
能
を
有
す
る
国
民
的
財
産
で
あ
る
。
棚
田
を

保
全
し
、
棚
田
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

棚
田
及
び
棚
田
地
域
の
置
か
れ
た
状
況
に
十
分

に
配
慮
し
た
上
で
、
様
々
な
課
題
に
対
処
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　よ
っ
て
、
政
府
は
、「
棚
田
地
域
振
興
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
当
た
り
、
左
記

事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

記

一  
棚
田
地
域
の
特
性
に
即
し
た
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
に
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
お
け
る
棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算
等
の

活
用
が
更
に
促
進
さ
れ
る
よ
う
検
討
を
行
い
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二  

棚
田
地
域
に
お
け
る
農
地
の
区
画
整
理
、
農

業
用
用
排
水
路
、
農
道
、
法
面
の
修
復
等
の

小
規
模
な
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
草
刈
機

等
の
棚
田
等
に
お
け
る
農
作
業
の
省
力
化
を

図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
先
進
的
な
機
器
等

の
導
入
を
確
実
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

三  

農
林
水
産
省
、
環
境
省
等
の
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
の
関
係
省
庁
は
連
携
し
て
、
棚
田
地
域

に
お
け
る
野
生
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
が
実

効
性
を
確
保
し
つ
つ
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

　右
決
議
す
る
。

※
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
も
、
同
様
の

内
容
で
令
和
7
年
3
月
18
日
に
決
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

所 在 地 埼玉県秩父郡横瀬町大字横瀬字寺坂
棚 田 枚 数 約 250 枚 ( 約４ha) 平 均 勾 配 約1/10
主 生 産 品 種 米（ミルキークイーン）、古代米（黒米）
農 作 業 時 期 代かき：5月下旬 田植え：5月下旬～６月上旬

稲刈り：9月中旬

寺坂（TERASAKA）

棚田カード No. 11-01- 令和元年 7月
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地形は約２万年前の最終氷河期以前に形成されたといわれ、南面には磨製石斧の製作
跡と考えられる寺坂遺跡（縄文遺跡）があります。稲作は鎌倉時代には行われていた
とされ、現代でも棚田の美しい風景を残す保全活動が行われています。

交流イベントとして、7月にはかがり火やキャンドルライトを灯して実際に
ホタルも飛び交う「ホタルかがり火まつり」、9月には 200 万球の彼岸花が
咲き誇る「彼岸花まつり」が開催されるなど、それぞれ幻想的な空間をお楽
しみいただけます。

関西万博の出展風景棚田地域振興法勉強会の様子 棚田カードの例 つなぐ棚田遺産認定マーク
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棚
田
地
域
振
興
に
係
る
各
種
取
り
組
み

　棚
田
地
域
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
法
律
に
基
づ
く
取

り
組
み
の
ほ
か
に
、
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

　
　

  

平
成
11
年
に
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
が
認
定
さ
れ
、

時
間
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
に
「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
〜
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
〜
」

と
し
て
2
7
1
棚
田
を
認
定
し
、
棚
田
地
域
の
活

性
化
や
棚
田
の
有
す
る
多
面
的
機
能
に
対
す
る
一

層
の
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　

  

企
業
、
N
P
O
等
の
多
様
な
関
係
者
と
と
も
に
棚

田
地
域
を
振
興
す
る
た
め
に
、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
創
設
し
、

令
和
７
年
４
月
時
点
で
43
企
業
を
認
定
し
て
い
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
企
業
で
は
、
積
極
的
に
棚
田
地

域
振
興
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
３
） 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
棚
田
地
域
の
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　

  

棚
田
地
域
に
お
け
る
企
業
連
携
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
取

り
組
み
を
行
う
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
棚
田
地
域
を
結
び
つ
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
年
一
定
数
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

＜棚田地域振興に関する施策の変遷＞

平成11年 ７月 日本の棚田百選認定（134棚田）

平成12年 ４月 中山間地域等直接支払制度開始（現在６期目）

令和 元年 ６月 棚田地域振興法成立（議員立法）

令和 元年 ７月 棚田カード第１弾発行

   令和７年４月現在、第5弾まで発行（36府県 259地区）

令和２年  棚田地域振興に資する施策を公表

   ・中山間地域等直接支払交付金の棚田地域振興加算の創設

令和 ４年 ３月 「つなぐ棚田遺産」認定（271棚田）

令和 ４年 ４月  超急傾斜農地における中山間地域等直接支払交付金棚田地域振興活動加算の単価の引上げ

令和 ７年 ３月 棚田地域振興法改正

棚田地域振興法の改正について

（
４
）
棚
田
カ
ー
ド

　
　

  

棚
田
地
域
を
盛
り
上
げ
、
棚
田
保
全
の
取
り
組
み

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
令
和
元
年
７
月
に
第
一
弾

と
し
て
31
府
県
56
地
区
で
棚
田
カ
ー
ド
を
発
行
。

令
和
７
年
４
月
に
は
第
5
弾
を
発
行
し
、
こ
れ
ま

で
36
府
県
・
2
5
9
地
区
で
棚
田
カ
ー
ド
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

（
５
）
大
阪
・
関
西
万
博

　
　

  

令
和
7
年
6
月
8
日
か
ら
15
日
ま
で
、
大
阪
・
関

西
万
博
に
て
、
棚
田
カ
ー
ド
や
棚
田
地
域
の
特
産

品
（
棚
田
米
、
日
本
酒
等
）
の
展
示
、
V
R
ゴ
ー

グ
ル
に
よ
る
棚
田
模
擬
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　棚
田
の
保
全
や
地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
人
手
不
足
等

で
非
常
に
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
延
長
に
伴

う
新
た
な
活
動
計
画
の
策
定
を
通
じ
て
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
を
再
度
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
、
関
係
者
の

皆
様
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
、
前
向
き
な
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　最
後
に
、
棚
田
地
域
の
現
場
で
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
本
法
改
正
に
関
わ
っ
た
皆
様
に

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の
各
地
域
で
の
活
動
に
、

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
対
す
る
附
帯
決
議

　棚
田
は
、
農
産
物
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国

土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
生
物
の
多
様
性
の
確

保
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
の
多
面
に
わ
た
る

機
能
を
有
す
る
国
民
的
財
産
で
あ
る
。
棚
田
を

保
全
し
、
棚
田
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

棚
田
及
び
棚
田
地
域
の
置
か
れ
た
状
況
に
十
分

に
配
慮
し
た
上
で
、
様
々
な
課
題
に
対
処
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　よ
っ
て
、
政
府
は
、「
棚
田
地
域
振
興
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
当
た
り
、
左
記

事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

記

一  

棚
田
地
域
の
特
性
に
即
し
た
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
に
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
お
け
る
棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算
等
の

活
用
が
更
に
促
進
さ
れ
る
よ
う
検
討
を
行
い
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二  

棚
田
地
域
に
お
け
る
農
地
の
区
画
整
理
、
農

業
用
用
排
水
路
、
農
道
、
法
面
の
修
復
等
の

小
規
模
な
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
草
刈
機

等
の
棚
田
等
に
お
け
る
農
作
業
の
省
力
化
を

図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
先
進
的
な
機
器
等

の
導
入
を
確
実
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

三  

農
林
水
産
省
、
環
境
省
等
の
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
の
関
係
省
庁
は
連
携
し
て
、
棚
田
地
域

に
お
け
る
野
生
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
が
実

効
性
を
確
保
し
つ
つ
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

　右
決
議
す
る
。

※
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
も
、
同
様
の

内
容
で
令
和
7
年
3
月
18
日
に
決
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

所 在 地 埼玉県秩父郡横瀬町大字横瀬字寺坂
棚 田 枚 数 約 250 枚 ( 約４ha) 平 均 勾 配 約1/10
主 生 産 品 種 米（ミルキークイーン）、古代米（黒米）
農 作 業 時 期 代かき：5月下旬 田植え：5月下旬～６月上旬

稲刈り：9月中旬
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地形は約２万年前の最終氷河期以前に形成されたといわれ、南面には磨製石斧の製作
跡と考えられる寺坂遺跡（縄文遺跡）があります。稲作は鎌倉時代には行われていた
とされ、現代でも棚田の美しい風景を残す保全活動が行われています。

交流イベントとして、7月にはかがり火やキャンドルライトを灯して実際に
ホタルも飛び交う「ホタルかがり火まつり」、9月には 200 万球の彼岸花が
咲き誇る「彼岸花まつり」が開催されるなど、それぞれ幻想的な空間をお楽
しみいただけます。
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1：片野尾棚田で行われたトキの放鳥／ 2：片野尾棚
田を訪ねるツアー／ 3：片野尾の伝統芸能・歌舞伎

67

片野尾棚田

両津港

岩首
 棚田
45

新潟県  佐渡市

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】 両津港から新潟交通佐渡

（株）「岩首行」バスに乗
車し約20分のバス停「片野
尾東」下車。徒歩約25分

【自 動 車】  両津港からレンタカー等で
県道45号経由で約20㎞

■ お問い合わせ
片野尾とき舞株式会社
TEL.tokimai@e-sadonet.tv
（ツアーについては、info@sadotoki.jp）

里
山
と
里
海
と
絶
景
棚
田

　日
本
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
に
は
美
し

い
棚
田
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
、

片
野
尾
地
区
の
棚
田
は
、
島
の
南
東
部
の

小
佐
渡
山
脈
の
地
す
べ
り
地
帯
に
拓
か

れ
て
い
ま
す
。
山
の
上
か
ら
駆
け
下
り
る

よ
う
に
青
い
海
へ
と
続
く
棚
田
の
卓
越

し
た
景
観
は
、
見
る
人
を
圧
倒
し
ま
す
。

落
葉
広
葉
樹
の
林
か
ら
豊
富
に
湧
き
出

る
清
冽
な
水
が
棚
田
を
潤
し
、
川
か
ら
海

に
注
が
れ
て
豊
か
な
藻
場
や
魚
介
も
育

ん
で
お
り
、
里
山
と
里
海
の
つ
な
が
り
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

小
農
と
大
農
が
協
働
す
る

村
の
法
人

　地
域
の
棚
田
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、

2
0
0
7
年
、
地
元
の
農
家
で
片
野
尾

と
き
舞
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

各
農
家
が
株
主
に
な
り
、
会
社
と
農
地

の
委
託
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
農
地
を
会

社
が
各
農
家
に
再
委
託
す
る
形
で
営
農

し
て
い
ま
す
。
年
を
取
っ
て
も
生
き
が
い

と
し
て
稲
作
を
続
け
た
い
農
家
も
多
い

た
め
、
法
人
化
後
も
個
人
の
営
農
活
動

を
維
持
し
、
一
方
で
、
離
農
し
た
家
の

田
を
会
社
で
管
理
す
る
こ
と
で
、
耕
作

放
棄
の
拡
大
を
防
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

会
社
で
事
務
や
米
の
販
売
活
動
（
生
協
へ

の
有
利
販
売
）、
機
械
の
共
同
利
用
、
作

業
受
託
、
新
規
就
農
者
の
育
成
な
ど
を
一

括
し
て
担
う
こ
と
で
、
効
率
的
な
経
営
と

地
域
農
業
の
維
持
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
現
在
で
、
23
戸
で
お
よ
そ
14 

ha
、
2
5
0
枚
程
度
の
棚
田
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

ト
キ
の
ふ
る
さ
と
の
棚
田

　片
野
尾
に
は
美
し
い
物
語
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
ト
キ
が
絶
滅
に
向
か
っ
て

い
た
時
代
、
最
後
の
５
羽
が
こ
の
棚
田

に
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
片
野
尾

の
人
々
が
、
ト
キ
の
エ
サ
と
な
る
ド
ジ
ョ

ウ
を
１
斗
缶
に
入
れ
て
背
負
っ
て
山
の

上
の
棚
田
ま
で
運
ん
で
放
つ
と
い
う
懸

命
の
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
の
ト
キ
は
絶
滅
し
ま

し
た
が
、
中
国
の
ト
キ
を
増
殖
さ
せ
て
島

内
に
放
鳥
し
、
野
生
復
帰
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
片
野
尾
に
は
2
0
1
9
年
と

2
0
2
2
年
に
放
た
れ
、
悲
願
だ
っ
た
ト

キ
の
帰
郷
が
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
ト
キ
が

生
き
残
っ
た
棚
田
を
、
こ
れ
か
ら
も
ト
キ

と
暮
ら
せ
る
棚
田
と
し
て
残
し
た
い
と

い
う
地
域
の
人
々
の
強
い
願
い
は
次
世

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　片
野
尾
で
は
、
ト
キ
が
安
心
し
て
田
ん

ぼ
で
エ
サ
を
採
れ
る
よ
う
に
、
佐
渡
市
の

『
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
』
の
認
証
を

受
け
た
稲
作
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
棚
田

の
中
に
「
江
」
と
呼
ば
れ
る
土
水
路
や

ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
成
・
保
全
し
て
い
て
、

毎
年
集
落
で
棚
田
の
生
き
も
の
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
ト
キ
の
ふ
る
さ

と
、
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
す
。

　こ
の
棚
田
の
活
動
に
ほ
れ
こ
ん
だ
人

た
ち
が
、
毎
年
全
国
か
ら
集
ま
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
草
刈
り
を
し
て
い
ま
す
。
美

し
い
里
山
の
中
で
農
家
と
共
に
汗
を
流

し
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
語
り
合
い
ま
す
。

ト
キ
の
ふ
る
さ
と
を
守
り
続
け
た
片
野

尾
の
人
の
情
愛
は
、
都
会
で
疲
れ
た
人
の

心
も
癒
や
し
ま
す
。
心
温
ま
る
長
年
の
交

流
の
中
で
、
片
野
尾
を
「
心
の
故
郷
」
と

し
、
通
う
人
も
多
く
い
ま
す
。

な
ぜ
棚
田
が
守
ら
れ
て
き
た
か

　片
野
尾
で
は
伝
統
芸
能
と
し
て
歌
舞

伎
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
農
業
や
漁

業
の
傍
ら
、
村
で
稽
古
を
重
ね
て
披
露
し

ま
す
。
役
者
だ
け
で
な
く
、
舞
台
設
営
、

化
粧
、
衣
装
ま
で
す
べ
て
村
人
の
手
づ
く

り
で
ま
か
な
い
、
プ
ロ
顔
負
け
の
公
演
を

行
な
っ
て
、
毎
回
盛
況
で
す
。

　な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
不
利
な
条
件
で
も
棚

田
や
伝
統
芸
能
が
残
さ
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
外
か
ら
見
る
と
不
思
議
に
感

じ
ま
す
が
、
村
の
中
に
入
れ
ば
納
得
し
ま

す
。
協
同
の
精
神
と
豊
か
な
里
山
が
村
人

の
心
と
体
を
支
え
、
地
域
で
暮
ら
す
誇
り

を
育
み
、
村
を
元
気
に
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
不
合

理
な
も
の
か
ら
も
強
み
を
見
い
だ
し
、
相

互
補
完
し
、
逆
境
を
克
服
し
て
い
ま
す
。

協
同
の
精
神
と
豊
か
な
里
山

　
　
　
　
〜
こ
の
地
で
暮
ら
す
誇
り
を
胸
に

1：海に向かって広がる片野尾棚田／ 2：黄金色に染まった片野尾棚田／ 3：全国から集まった草刈りのボランティアの皆さん
／ 4：棚田の生きもの調査
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新
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市
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野
尾
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2
0
1
1
年
に
佐
渡
は
能
登
と
共
に
日
本

で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
片
野
尾
の
活
動
は
そ
の
典
型
例
と

い
え
ま
す
。

片
野
尾
棚
田
と
ト
キ
に

出
会
う
ツ
ア
ー

　昨
年
か
ら
片
野
尾
棚
田
を
訪
ね
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
農
家
と
交
流
し

な
が
ら
、
棚
田
散
策
や
生
き
も
の
観
察
、
料

理
体
験
、
ト
キ
と
の
共
生
の
歴
史
を
学
ぶ
な

ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
好
評
で
す
。
佐

渡
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
環
で

す
が
、
非
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
（
入
会
も

歓
迎
、
年
会
費
・
入
会
費
無
料
）。
詳
し
く

は
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
（https://sadotoki.jp

）。

（
佐
渡
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局 

服
部
謙
次
）

トキの保護活動を担う片野尾の人々



1：片野尾棚田で行われたトキの放鳥／ 2：片野尾棚
田を訪ねるツアー／ 3：片野尾の伝統芸能・歌舞伎
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片野尾棚田

両津港

岩首
 棚田
45

新潟県  佐渡市

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】 両津港から新潟交通佐渡

（株）「岩首行」バスに乗
車し約20分のバス停「片野
尾東」下車。徒歩約25分

【自 動 車】  両津港からレンタカー等で
県道45号経由で約20㎞

■ お問い合わせ
片野尾とき舞株式会社
TEL.tokimai@e-sadonet.tv
（ツアーについては、info@sadotoki.jp）

里
山
と
里
海
と
絶
景
棚
田

　日
本
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
に
は
美
し

い
棚
田
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
、

片
野
尾
地
区
の
棚
田
は
、
島
の
南
東
部
の

小
佐
渡
山
脈
の
地
す
べ
り
地
帯
に
拓
か

れ
て
い
ま
す
。
山
の
上
か
ら
駆
け
下
り
る

よ
う
に
青
い
海
へ
と
続
く
棚
田
の
卓
越

し
た
景
観
は
、
見
る
人
を
圧
倒
し
ま
す
。

落
葉
広
葉
樹
の
林
か
ら
豊
富
に
湧
き
出

る
清
冽
な
水
が
棚
田
を
潤
し
、
川
か
ら
海

に
注
が
れ
て
豊
か
な
藻
場
や
魚
介
も
育

ん
で
お
り
、
里
山
と
里
海
の
つ
な
が
り
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

小
農
と
大
農
が
協
働
す
る

村
の
法
人

　地
域
の
棚
田
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、

2
0
0
7
年
、
地
元
の
農
家
で
片
野
尾

と
き
舞
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

各
農
家
が
株
主
に
な
り
、
会
社
と
農
地

の
委
託
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
農
地
を
会

社
が
各
農
家
に
再
委
託
す
る
形
で
営
農

し
て
い
ま
す
。
年
を
取
っ
て
も
生
き
が
い

と
し
て
稲
作
を
続
け
た
い
農
家
も
多
い

た
め
、
法
人
化
後
も
個
人
の
営
農
活
動

を
維
持
し
、
一
方
で
、
離
農
し
た
家
の

田
を
会
社
で
管
理
す
る
こ
と
で
、
耕
作

放
棄
の
拡
大
を
防
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

会
社
で
事
務
や
米
の
販
売
活
動
（
生
協
へ

の
有
利
販
売
）、
機
械
の
共
同
利
用
、
作

業
受
託
、
新
規
就
農
者
の
育
成
な
ど
を
一

括
し
て
担
う
こ
と
で
、
効
率
的
な
経
営
と

地
域
農
業
の
維
持
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
現
在
で
、
23
戸
で
お
よ
そ
14 

ha
、
2
5
0
枚
程
度
の
棚
田
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

ト
キ
の
ふ
る
さ
と
の
棚
田

　片
野
尾
に
は
美
し
い
物
語
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
ト
キ
が
絶
滅
に
向
か
っ
て

い
た
時
代
、
最
後
の
５
羽
が
こ
の
棚
田

に
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
片
野
尾

の
人
々
が
、
ト
キ
の
エ
サ
と
な
る
ド
ジ
ョ

ウ
を
１
斗
缶
に
入
れ
て
背
負
っ
て
山
の

上
の
棚
田
ま
で
運
ん
で
放
つ
と
い
う
懸

命
の
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
の
ト
キ
は
絶
滅
し
ま

し
た
が
、
中
国
の
ト
キ
を
増
殖
さ
せ
て
島

内
に
放
鳥
し
、
野
生
復
帰
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
片
野
尾
に
は
2
0
1
9
年
と

2
0
2
2
年
に
放
た
れ
、
悲
願
だ
っ
た
ト

キ
の
帰
郷
が
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
ト
キ
が

生
き
残
っ
た
棚
田
を
、
こ
れ
か
ら
も
ト
キ

と
暮
ら
せ
る
棚
田
と
し
て
残
し
た
い
と

い
う
地
域
の
人
々
の
強
い
願
い
は
次
世

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　片
野
尾
で
は
、
ト
キ
が
安
心
し
て
田
ん

ぼ
で
エ
サ
を
採
れ
る
よ
う
に
、
佐
渡
市
の

『
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
』
の
認
証
を

受
け
た
稲
作
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
棚
田

の
中
に
「
江
」
と
呼
ば
れ
る
土
水
路
や

ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
成
・
保
全
し
て
い
て
、

毎
年
集
落
で
棚
田
の
生
き
も
の
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
ト
キ
の
ふ
る
さ

と
、
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
す
。

　こ
の
棚
田
の
活
動
に
ほ
れ
こ
ん
だ
人

た
ち
が
、
毎
年
全
国
か
ら
集
ま
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
草
刈
り
を
し
て
い
ま
す
。
美

し
い
里
山
の
中
で
農
家
と
共
に
汗
を
流

し
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
語
り
合
い
ま
す
。

ト
キ
の
ふ
る
さ
と
を
守
り
続
け
た
片
野

尾
の
人
の
情
愛
は
、
都
会
で
疲
れ
た
人
の

心
も
癒
や
し
ま
す
。
心
温
ま
る
長
年
の
交

流
の
中
で
、
片
野
尾
を
「
心
の
故
郷
」
と

し
、
通
う
人
も
多
く
い
ま
す
。

な
ぜ
棚
田
が
守
ら
れ
て
き
た
か

　片
野
尾
で
は
伝
統
芸
能
と
し
て
歌
舞

伎
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
農
業
や
漁

業
の
傍
ら
、
村
で
稽
古
を
重
ね
て
披
露
し

ま
す
。
役
者
だ
け
で
な
く
、
舞
台
設
営
、

化
粧
、
衣
装
ま
で
す
べ
て
村
人
の
手
づ
く

り
で
ま
か
な
い
、
プ
ロ
顔
負
け
の
公
演
を

行
な
っ
て
、
毎
回
盛
況
で
す
。

　な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
不
利
な
条
件
で
も
棚

田
や
伝
統
芸
能
が
残
さ
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
外
か
ら
見
る
と
不
思
議
に
感

じ
ま
す
が
、
村
の
中
に
入
れ
ば
納
得
し
ま

す
。
協
同
の
精
神
と
豊
か
な
里
山
が
村
人

の
心
と
体
を
支
え
、
地
域
で
暮
ら
す
誇
り

を
育
み
、
村
を
元
気
に
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
不
合

理
な
も
の
か
ら
も
強
み
を
見
い
だ
し
、
相

互
補
完
し
、
逆
境
を
克
服
し
て
い
ま
す
。

協
同
の
精
神
と
豊
か
な
里
山

　
　
　
　
〜
こ
の
地
で
暮
ら
す
誇
り
を
胸
に

1：海に向かって広がる片野尾棚田／ 2：黄金色に染まった片野尾棚田／ 3：全国から集まった草刈りのボランティアの皆さん
／ 4：棚田の生きもの調査
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2
0
1
1
年
に
佐
渡
は
能
登
と
共
に
日
本

で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
片
野
尾
の
活
動
は
そ
の
典
型
例
と

い
え
ま
す
。

片
野
尾
棚
田
と
ト
キ
に

出
会
う
ツ
ア
ー

　昨
年
か
ら
片
野
尾
棚
田
を
訪
ね
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
農
家
と
交
流
し

な
が
ら
、
棚
田
散
策
や
生
き
も
の
観
察
、
料

理
体
験
、
ト
キ
と
の
共
生
の
歴
史
を
学
ぶ
な

ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
好
評
で
す
。
佐

渡
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
環
で

す
が
、
非
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
（
入
会
も

歓
迎
、
年
会
費
・
入
会
費
無
料
）。
詳
し
く

は
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
（https://sadotoki.jp

）。

（
佐
渡
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局 

服
部
謙
次
）

トキの保護活動を担う片野尾の人々



フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

　

自
然
の
地
形
に
沿
っ
た
棚
田
こ
そ
、
そ

し
て
人
間
の
暮
ら
し
と
一
体
化
し
て
い
る

棚
田
こ
そ
が
、
日
本
の
最
も
美
し
い
風
景

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
福
島
県
の
二
本
松
市
。
起
源
を

室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
二
本
松
城
の
ふ

も
と
に
は
、
日
本
百
名
山
の
安
達
太
良
山

を
正
面
に
、
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
の
西
谷
棚

田
が
広
が
り
ま
す
。

　

　

過
疎
化
、
原
発
事
故
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

西
谷
棚
田
で
も
ど
れ
程
が
休
耕
田
と
化
し

た
か
。
し
か
し
一
昨
年
、
西
谷
棚
田
の
休

耕
田
は
、
突
然
に
し
て
復
活
を
始
め
ま
し

た
。
行
政
の
支
援
も
な
け
れ
ば
、オ
ー
ナ
ー

制
度
も
な
い
の
に
。

　

荒
れ
地
は
ぐ
ん
ぐ
ん
息
を
吹
き
返
し
、

西
谷
棚
田
に
通
う
応
援
団
は
一
人
ま
た
一

人
と
増
え
て
い
き
ま
す
。
西
谷
棚
田
は
人

気
急
上
昇
。
つ
い
に
は
、
県
知
事
も
農
水

大
臣
も
視
察
に
！

　

笑
う
田
ん
ぼ
に
は
福
来
た
る
。
西
谷
棚

田
に
集
う
人
々
の
笑
顔
が
、
大
地
を
よ
み

が
え
ら
せ
て
い
く
の
で
す
。

二本松城を背景に、西谷棚田

小泉農水大臣が、この小さな西谷棚田にやって来た！（2025年6月）

よ
み
が
え
る

　

 

西
谷
棚
田
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秋
の
七
草
に
み
る「
季
節
感
」の
移
り
変
わ
り

　

「
夏
な
の
に
秋
の
七
草
？
」と
、気
が
早
く
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。け
れ
ど
、少
し
植

物
が
好
き
な
方
な
ら
ご
承
知
の
よ
う
に
、秋
の

七
草
の
多
く
は
梅
雨
明
け
か
ら
お
盆
の
頃
に

咲
き
始
め
ま
す
。私
た
ち
現
代
人
の
感
覚
だ
と
、ま
だ
ま
だ
夏
の
盛
り
と
感
じ

ら
れ
る
時
期
に
咲
く
花
が
、な
ぜ
秋
の
七
草
と
呼
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

二
、三
世
代
も
遡
る
と
、私
た
ち
の
祖
先
の
生
活
に
お
い
て
は
永
い
こ
と
、農

作
業
や
衣
食
住
の
営
み
、す
べ
て
が
季
節
の
移
ろ
い
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
、私
た
ち
が
季
節
を
実
感
す
る
よ
う
な
、桜
の
満
開
や
紅
葉
の

最
盛
期
と
い
っ
た「
盛
り
」で
は
な
く
、草
花
が
芽
吹
き
、虫
や
鳥
が
動
き
始
め

る
よ
う
な「
兆
し
」に
こ
そ
、昔
の
人
々
は
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。秋
の
七
草
も
ま
た
、そ
ん
な
自
然
の
変
化
を
い
ち
早
く
捉
え

る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
現
代
で
は
、季
節
は
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い「
た
け
な
わ
」の
イ

メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。自
然
か
ら
距
離
を
置
い
た
都

市
の
生
活
様
式
が
そ
う
し
た
感
覚
の
変
化
を
生
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら

に
最
近
で
は
気
候
変
動
の
影
響
で
、草
花
の
開
花
や
紅
葉
と
い
っ
た
生
物
季
節

自
体
が
変
動
し
、私
た
ち
の
季
節
感
は
よ
り
一
層
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
棚
田
の
よ
う
な
中
山
間
地
に
出
か
け
、秋
の
七
草
に
目
を
向
け
、

祖
先
た
ち
の
季
節
の
感
じ
方
に
立
ち
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
う
し
た
時
間
が

私
た
ち
現
代
人
に
教
え
て
く
れ
る
こ
と
は
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

６月中旬から咲き始めるカワラナデシコ

文
・
写
真

　

（
株
）環
境
指
標
生
物 

高
木 

圭
子 

«

田
ん
ぼ
に
入
る
絵
描
き»

の

棚
田
見
聞
録

　
こ
の
棚
田
は
新
潟
・
長
岡
市
栃
尾
の
吹
谷（
手

前
）と
来
伝（
中
景
）集
落
の
棚
田
で
す
。後
ろ
に
見

え
る
山
は
守
門
岳（
1
5
3
8
m
）で
す
。山
の
西

嶺
に
は
牛
と
牛
を
引
く
爺
さ
ん
、牛
の
左
の
ヤ
ジ
ロ

ベ
エ
型
の
人
形（
い
ず
れ
も
ネ
ガ
。雪
の
消
え
た
地

肌
が
形
に
な
る
）の
雪
形
が
、５
月
の
初
旬
に
出
現

し
て
、人
々
に
農
作
業
の
始
ま
り
を
伝
え
ま
す
。

　
こ
の
頃（
2
0
0
4
年
）、棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
夏
の
佐
渡
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り（
ト
キ
さ
ん
の
為
の
！
）に
２
泊
３
日
で
、

中
島
先
生
を
初
め
と
し
て
毎
回

20
人
位
の
人
達
が
参
加
し
、作
業
を

し
ま
し
た
。私
も
取
材
を
兼
ね
て
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
月
布
施
で
の
ビ

オ
ト
ー
プ
作
り
は
12
〜
13
年
続
き
ま
し
た
が
、休
耕
田
も
30
年
も
経
つ

と
草
は
勿
論
、
木
も
生
え
て
、
田
の
真
ん
中
に
か
な
り
太
い
ネ
ム
の
木

が
何
本
も
有
り
ま
し
た
。田
を
維
持
し
て
ゆ
く
大
変
さ
を
身
を
以
て
経

験
し
ま
し
た
。

　
又
、こ
の
頃
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
続
け
て
い
た
、新
潟
・
旧
松
之
山
町
で

の
有
名
な〝
ヒ
ゲ
仙
人
〞こ
と
田
中
富
士
雄
さ
ん
の
所
の
新
田
棚
田
で
、

春
か
ら
秋
ま
で
の
全
作
業（
苗
取
り
、田
植
え
、草
取
り
、草
刈
り
、案
山

子
立
て
、稲
刈
り
・ハ
サ
掛
け
、脱
穀
、精
米
、袋
詰
め
等
）一
通
り
の
手
作

業
で
の
米
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。松
之
山
に
も
約
15
年
位
、新
潟
の

〝
棚
田
の
学
校
〞の
人
達
と
毎
年
通
い
ま
し
た
。

　
今
は〝
田
ん
ぼ
に
入
ら
な
い
〞絵
描
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、相
変
わ
ら

ず
全
国
の
棚
田
を
回
っ
て
取
材
し
、描
い
て
お
り
ま
す
。田
に
入
っ
て
、手

作
業
で
の
米
作
り
の
体
験
が
、私
の
画
を
作
る
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
田
に
入
っ
て
の
米
作
り
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。田
ん
ぼ
を
見
る
目
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

牛引き爺さんの頃
（146×224cm　2004年8月）

絵
・
文  

酒
井 

英
次

ふ
き
だ
に

ら
い
で
ん

ひ
と
が
た

し
ん
で
ん

つ
き  

ぶ   

せ

す 

も
ん

日程：７月２日(水)～６(日)
会場：新潟市のＮＳＴギャラリー
“牛ひき爺さんの頃”を含む
棚田・雪形の画 約20点

個展の
お知らせ

と
ち 

お
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自
然
の
地
形
に
沿
っ
た
棚
田
こ
そ
、
そ

し
て
人
間
の
暮
ら
し
と
一
体
化
し
て
い
る

棚
田
こ
そ
が
、
日
本
の
最
も
美
し
い
風
景

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
福
島
県
の
二
本
松
市
。
起
源
を

室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
二
本
松
城
の
ふ

も
と
に
は
、
日
本
百
名
山
の
安
達
太
良
山

を
正
面
に
、
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
の
西
谷
棚

田
が
広
が
り
ま
す
。

　

　

過
疎
化
、
原
発
事
故
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

西
谷
棚
田
で
も
ど
れ
程
が
休
耕
田
と
化
し

た
か
。
し
か
し
一
昨
年
、
西
谷
棚
田
の
休

耕
田
は
、
突
然
に
し
て
復
活
を
始
め
ま
し

た
。
行
政
の
支
援
も
な
け
れ
ば
、オ
ー
ナ
ー

制
度
も
な
い
の
に
。

　

荒
れ
地
は
ぐ
ん
ぐ
ん
息
を
吹
き
返
し
、

西
谷
棚
田
に
通
う
応
援
団
は
一
人
ま
た
一

人
と
増
え
て
い
き
ま
す
。
西
谷
棚
田
は
人

気
急
上
昇
。
つ
い
に
は
、
県
知
事
も
農
水

大
臣
も
視
察
に
！

　

笑
う
田
ん
ぼ
に
は
福
来
た
る
。
西
谷
棚

田
に
集
う
人
々
の
笑
顔
が
、
大
地
を
よ
み

が
え
ら
せ
て
い
く
の
で
す
。

二本松城を背景に、西谷棚田

小泉農水大臣が、この小さな西谷棚田にやって来た！（2025年6月）

よ
み
が
え
る

　

 

西
谷
棚
田
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秋
の
七
草
に
み
る「
季
節
感
」の
移
り
変
わ
り

　

「
夏
な
の
に
秋
の
七
草
？
」と
、気
が
早
く
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。け
れ
ど
、少
し
植

物
が
好
き
な
方
な
ら
ご
承
知
の
よ
う
に
、秋
の

七
草
の
多
く
は
梅
雨
明
け
か
ら
お
盆
の
頃
に

咲
き
始
め
ま
す
。私
た
ち
現
代
人
の
感
覚
だ
と
、ま
だ
ま
だ
夏
の
盛
り
と
感
じ

ら
れ
る
時
期
に
咲
く
花
が
、な
ぜ
秋
の
七
草
と
呼
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

二
、三
世
代
も
遡
る
と
、私
た
ち
の
祖
先
の
生
活
に
お
い
て
は
永
い
こ
と
、農

作
業
や
衣
食
住
の
営
み
、す
べ
て
が
季
節
の
移
ろ
い
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
、私
た
ち
が
季
節
を
実
感
す
る
よ
う
な
、桜
の
満
開
や
紅
葉
の

最
盛
期
と
い
っ
た「
盛
り
」で
は
な
く
、草
花
が
芽
吹
き
、虫
や
鳥
が
動
き
始
め

る
よ
う
な「
兆
し
」に
こ
そ
、昔
の
人
々
は
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。秋
の
七
草
も
ま
た
、そ
ん
な
自
然
の
変
化
を
い
ち
早
く
捉
え

る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
現
代
で
は
、季
節
は
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い「
た
け
な
わ
」の
イ

メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。自
然
か
ら
距
離
を
置
い
た
都

市
の
生
活
様
式
が
そ
う
し
た
感
覚
の
変
化
を
生
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら

に
最
近
で
は
気
候
変
動
の
影
響
で
、草
花
の
開
花
や
紅
葉
と
い
っ
た
生
物
季
節

自
体
が
変
動
し
、私
た
ち
の
季
節
感
は
よ
り
一
層
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
棚
田
の
よ
う
な
中
山
間
地
に
出
か
け
、秋
の
七
草
に
目
を
向
け
、

祖
先
た
ち
の
季
節
の
感
じ
方
に
立
ち
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
う
し
た
時
間
が

私
た
ち
現
代
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に
教
え
て
く
れ
る
こ
と
は
多
い
よ
う
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思
い
ま
す
。
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の
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で
、

中
島
先
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を
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と
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て
毎
回

20
人
位
の
人
達
が
参
加
し
、作
業
を

し
ま
し
た
。私
も
取
材
を
兼
ね
て
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
月
布
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で
の
ビ

オ
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プ
作
り
は
12
〜
13
年
続
き
ま
し
た
が
、休
耕
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も
30
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も
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つ

と
草
は
勿
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、
木
も
生
え
て
、
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の
真
ん
中
に
か
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り
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い
ネ
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の
木

が
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本
も
有
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ま
し
た
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を
維
持
し
て
ゆ
く
大
変
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を
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を
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て
経
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た
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、案
山

子
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て
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刈
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サ
掛
け
、脱
穀
、精
米
、袋
詰
め
等
）一
通
り
の
手
作
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で
の
米
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。松
之
山
に
も
約
15
年
位
、新
潟
の

〝
棚
田
の
学
校
〞の
人
達
と
毎
年
通
い
ま
し
た
。

　
今
は〝
田
ん
ぼ
に
入
ら
な
い
〞絵
描
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、相
変
わ
ら

ず
全
国
の
棚
田
を
回
っ
て
取
材
し
、描
い
て
お
り
ま
す
。田
に
入
っ
て
、手

作
業
で
の
米
作
り
の
体
験
が
、私
の
画
を
作
る
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
田
に
入
っ
て
の
米
作
り
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。田
ん
ぼ
を
見
る
目
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
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「
海
外
の
棚
田
を
見
て
み
た
い
」。
本
誌
を
手
に

す
る
皆
さ
ん
な
ら
、
一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
ま
さ
し
く
そ
の

一
人
で
す
。
こ
れ
ま
で
国
内
各
地
の
棚
田
を
訪
ね

る
な
か
で
、
稲
作
が
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
の
な
ら
、

棚
田
の
起
源
も
ま
た
大
陸
で
は
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
つ
い
に
昨
年
10
月
、「
サ
パ
の
棚
田
」
が
世

界
的
に
有
名
な
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
山
岳
地
帯
を
訪

ね
ま
し
た
。

平
地
や
川
沿
い
の
田
ん
ぼ

　ハ
ノ
イ
空
港
か
ら
の
道
中
、
ま
ず
目
に
入
っ
た
の

は
平
地
や
川
沿
い
の
田
ん
ぼ
で
し
た
。
す
で
に
多
く

は
収
穫
を
終
え
て
い
ま
し
た
が
、
収
穫
後
の
田
ん
ぼ

は
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
余
力
が
あ
る
よ
う
で
、
休
耕

田
の
よ
う
に
伸
び
伸
び
と
雑
草
が
育
ち
、
放
牧
さ

れ
た
水
牛
た
ち
が
点
々
と
草
を
食
ん
で
い
ま
し
た
。

彼
ら
が
落
と
し
た
糞
が
次
の
稲
の
糧
に
な
り
そ
う

で
す
。
圃
場
整
備
が
進
ん
だ
日
本
の
平
野
部
の
田
ん

ぼ
と
は
違
い
、
畦
と
い
う
畔
が
等
高
線
の
よ
う
な
緩

や
か
な
曲
線
を
描
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
う
し
た
畔
の
曲
線
美
は
日
本
で
は
一
部
の
棚
田

の
専
売
特
許
で
す
が
、
こ
こ
で
は
平
野
部
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
、
昔
話
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
で

し
た
。

山
岳
地
帯
の
棚
田

　旅
程
3
日
目
に
し
て
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た

ム
ー
カ
ン
チ
ャ
イ
の
棚
田
風
景
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
山
岳
地
帯
に
入
る
と
、
風
景
は
一
変
し
ま
し

た
。
急
峻
な
斜
面
を
刻
む
よ
う
に
築
か
れ
た
棚
田

は
、
な
ん
と
山
頂
ま
で
細
く
階
段
状
に
積
み
重
な

り
、
遠
望
す
る
と
ま
る
で
巨
大
な
要
塞
で
す
。
私
た

ち
が
親
し
ん
で
き
た
日
本
の
棚
田
と
同
じ
言
葉
で

ひ
と
く
く
り
に
で
き
な
い
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
と

威
容
に
、
呆
気
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　現
代
の
私
た
ち
が
国
内
で
み
る
「
棚
田
」
の
多

く
は
、
山
林
に
囲
ま
れ
た
谷
間
の
緩
傾
斜
地
で
す
。

森
林
や
畑
地
、
集
落
、
古
く
は
萱
場
な
ど
、
地
形
の

変
化
や
時
系
列
に
応
じ
て
、
周
辺
に
は
細
や
か
で

多
様
な
土
地
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
燃
料
や
建
材
、

生
活
の
道
具
や
食
料
と
な
る
山
の
恵
み
と
、
棚
田
の

暮
ら
し
は
ひ
と
繋
が
り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
も
と
の
山
林
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
に
斜
面
一
面
、
尾
根
も
谷
も
段
々
に
刻
ま

れ
、
見
渡
す
限
り
階
段
状
の
棚
田
が
続
く
の
で
す
。

棚
田
に
生
き
る
人
々

　こ
の
よ
う
な
風
景
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
こ

こ
で
ど
の
よ
う
に
農
業
や
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い

ベ
ト
ナ
ム
の
棚
田
を
訪
ね
る

特
別
寄
稿

る
の
か
に
、
自
ず
と
関
心
が
向
き
ま
す
。

　ム
ー
カ
ン
チ
ャ
イ
で
は
、
収
穫
し
た
稲
束
を
木
箱

に
打
ち
つ
け
る
と
い
う
か
な
り
原
始
的
な
脱
穀
作

業
を
見
か
け
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
稲
作
は
圃
場
整

備
も
な
く
、
機
械
や
農
薬
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
そ

う
で
す
。
ま
た
、
訪
れ
た
村
々
に
働
き
盛
り
の
若
い

人
の
姿
は
少
な
く
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
祖

父
母
世
代
と
思
わ
れ
る
人
ば
か
り
で
し
た
。
働
き
盛

り
の
多
く
は
ハ
ノ
イ
の
よ
う
な
都
市
で
製
造
業
に

従
事
す
る
と
い
う
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
を
思

わ
せ
る
状
況
で
し
た
。
村
に
暮
ら
す
人
々
は
朗
ら
か

で
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
農
作
業
は
苦
に
な
ら
な
い

様
子
で
し
た
が
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
広
大
な
棚
田
を

管
理
し
て
い
る
の
か
、
今
後
労
働
力
が
不
足
し
て
い

く
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
手
間
の
か
か
る
農
地
が
維

持
さ
れ
る
の
か
。
10
年
20
年
先
の
景
観
に
思
い
を
巡

ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

暮
ら
し
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
は
ざ
ま
で

　同
行
い
た
だ
い
た
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
民
家

や
庭
先
に
遠
慮
な
く
入
っ
て
い
く
様
子
は
印
象
的

で
し
た
。
図
々
し
く
お
邪
魔
し
て
も
現
地
の
人
々

は
決
ま
っ
て
に
こ
や
か
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

前
述
の
脱
穀
作
業
も
疑
問
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
交

流
も
ど
こ
ま
で
が
観
光
サ
ー
ビ
ス
で
、
ど
こ
ま
で
が

本
来
の
暮
ら
し
や
文
化
の
現
れ
な
の
か
、
判
断
が
難

し
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

棚
田
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の

　ベ
ト
ナ
ム
北
部
で
目
に
し
た
棚
田
は
、
そ
の
規
模

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
暮
ら
し
や
労
働
の
あ

り
よ
う
、
観
光
と
の
距
離
感
を
含
め
て
、
私
の
「
棚

田
観
」
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。
日
本
の
棚
田
に
抱
い

て
い
た
懐
か
し
さ
や
繊
細
な
美
し
さ
と
は
異
な
る
、

よ
り
根
源
的
で
厳
し
い
、
人
の
営
み
の
痕
跡
と
し
て

の
棚
田
の
形
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　棚
田
は
単
な
る
食
料
生
産
の
場
で
は
な
く
、
そ
こ

に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
が
織
り
な
す
記
憶

の
風
景
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
旅
で
感
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
驚
き
や
疑
問
を
、
国
内
外
の
棚
田
を
見
つ
め

直
す
新
た
な
手
が
か
り
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

棚
田
紀
行
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ

　こ
の
旅
で
は
棚
田
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
市
場
や

村
々
を
訪
ね
、
ベ
ト
ナ
ム
の
食
や
北
部
少
数
民
族
の

暮
ら
し
ぶ
り
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
で
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
以
下
に
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
の

で
、
も
し
興
味
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。

1：サパのロープウェイからの棚田
風景／ 2：気軽に迎えてくれる村
の人々／ 3：ウファー峠から望む
河川沿いの田んぼ／ 4：稲束を箱
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「
海
外
の
棚
田
を
見
て
み
た
い
」。
本
誌
を
手
に

す
る
皆
さ
ん
な
ら
、
一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
ま
さ
し
く
そ
の

一
人
で
す
。
こ
れ
ま
で
国
内
各
地
の
棚
田
を
訪
ね

る
な
か
で
、
稲
作
が
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
の
な
ら
、

棚
田
の
起
源
も
ま
た
大
陸
で
は
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
つ
い
に
昨
年
10
月
、「
サ
パ
の
棚
田
」
が
世

界
的
に
有
名
な
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
山
岳
地
帯
を
訪

ね
ま
し
た
。

平
地
や
川
沿
い
の
田
ん
ぼ

　ハ
ノ
イ
空
港
か
ら
の
道
中
、
ま
ず
目
に
入
っ
た
の

は
平
地
や
川
沿
い
の
田
ん
ぼ
で
し
た
。
す
で
に
多
く

は
収
穫
を
終
え
て
い
ま
し
た
が
、
収
穫
後
の
田
ん
ぼ

は
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
余
力
が
あ
る
よ
う
で
、
休
耕

田
の
よ
う
に
伸
び
伸
び
と
雑
草
が
育
ち
、
放
牧
さ

れ
た
水
牛
た
ち
が
点
々
と
草
を
食
ん
で
い
ま
し
た
。

彼
ら
が
落
と
し
た
糞
が
次
の
稲
の
糧
に
な
り
そ
う

で
す
。
圃
場
整
備
が
進
ん
だ
日
本
の
平
野
部
の
田
ん

ぼ
と
は
違
い
、
畦
と
い
う
畔
が
等
高
線
の
よ
う
な
緩

や
か
な
曲
線
を
描
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
う
し
た
畔
の
曲
線
美
は
日
本
で
は
一
部
の
棚
田

の
専
売
特
許
で
す
が
、
こ
こ
で
は
平
野
部
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
、
昔
話
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
で

し
た
。

山
岳
地
帯
の
棚
田

　旅
程
3
日
目
に
し
て
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た

ム
ー
カ
ン
チ
ャ
イ
の
棚
田
風
景
に
象
徴
さ
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る
よ

う
に
、
山
岳
地
帯
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入
る
と
、
風
景
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一
変
し
ま
し

た
。
急
峻
な
斜
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を
刻
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よ
う
に
築
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れ
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棚
田

は
、
な
ん
と
山
頂
ま
で
細
く
階
段
状
に
積
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重
な

り
、
遠
望
す
る
と
ま
る
で
巨
大
な
要
塞
で
す
。
私
た

ち
が
親
し
ん
で
き
た
日
本
の
棚
田
と
同
じ
言
葉
で

ひ
と
く
く
り
に
で
き
な
い
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
と

威
容
に
、
呆
気
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　現
代
の
私
た
ち
が
国
内
で
み
る
「
棚
田
」
の
多

く
は
、
山
林
に
囲
ま
れ
た
谷
間
の
緩
傾
斜
地
で
す
。

森
林
や
畑
地
、
集
落
、
古
く
は
萱
場
な
ど
、
地
形
の

変
化
や
時
系
列
に
応
じ
て
、
周
辺
に
は
細
や
か
で

多
様
な
土
地
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
燃
料
や
建
材
、

生
活
の
道
具
や
食
料
と
な
る
山
の
恵
み
と
、
棚
田
の

暮
ら
し
は
ひ
と
繋
が
り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
も
と
の
山
林
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
に
斜
面
一
面
、
尾
根
も
谷
も
段
々
に
刻
ま

れ
、
見
渡
す
限
り
階
段
状
の
棚
田
が
続
く
の
で
す
。

棚
田
に
生
き
る
人
々

　こ
の
よ
う
な
風
景
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
こ

こ
で
ど
の
よ
う
に
農
業
や
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い

ベ
ト
ナ
ム
の
棚
田
を
訪
ね
る

特
別
寄
稿

る
の
か
に
、
自
ず
と
関
心
が
向
き
ま
す
。
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カ
ン
チ
ャ
イ
で
は
、
収
穫
し
た
稲
束
を
木
箱
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打
ち
つ
け
る
と
い
う
か
な
り
原
始
的
な
脱
穀
作

業
を
見
か
け
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
稲
作
は
圃
場
整

備
も
な
く
、
機
械
や
農
薬
も
ほ
と
ん
ど
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わ
な
い
そ
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す
。
ま
た
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た
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に
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き
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の
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い
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く
、
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の
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母
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代
と
思
わ
れ
る
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。
働
き
盛

り
の
多
く
は
ハ
ノ
イ
の
よ
う
な
都
市
で
製
造
業
に

従
事
す
る
と
い
う
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
を
思

わ
せ
る
状
況
で
し
た
。
村
に
暮
ら
す
人
々
は
朗
ら
か

で
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
農
作
業
は
苦
に
な
ら
な
い

様
子
で
し
た
が
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
広
大
な
棚
田
を

管
理
し
て
い
る
の
か
、
今
後
労
働
力
が
不
足
し
て
い

く
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
手
間
の
か
か
る
農
地
が
維

持
さ
れ
る
の
か
。
10
年
20
年
先
の
景
観
に
思
い
を
巡

ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

暮
ら
し
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
は
ざ
ま
で

　同
行
い
た
だ
い
た
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
民
家

や
庭
先
に
遠
慮
な
く
入
っ
て
い
く
様
子
は
印
象
的

で
し
た
。
図
々
し
く
お
邪
魔
し
て
も
現
地
の
人
々

は
決
ま
っ
て
に
こ
や
か
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

前
述
の
脱
穀
作
業
も
疑
問
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
交

流
も
ど
こ
ま
で
が
観
光
サ
ー
ビ
ス
で
、
ど
こ
ま
で
が

本
来
の
暮
ら
し
や
文
化
の
現
れ
な
の
か
、
判
断
が
難

し
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

棚
田
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の

　ベ
ト
ナ
ム
北
部
で
目
に
し
た
棚
田
は
、
そ
の
規
模

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
暮
ら
し
や
労
働
の
あ

り
よ
う
、
観
光
と
の
距
離
感
を
含
め
て
、
私
の
「
棚

田
観
」
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。
日
本
の
棚
田
に
抱
い

て
い
た
懐
か
し
さ
や
繊
細
な
美
し
さ
と
は
異
な
る
、

よ
り
根
源
的
で
厳
し
い
、
人
の
営
み
の
痕
跡
と
し
て

の
棚
田
の
形
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　棚
田
は
単
な
る
食
料
生
産
の
場
で
は
な
く
、
そ
こ

に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
が
織
り
な
す
記
憶

の
風
景
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
旅
で
感
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
驚
き
や
疑
問
を
、
国
内
外
の
棚
田
を
見
つ
め

直
す
新
た
な
手
が
か
り
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

棚
田
紀
行
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ

　こ
の
旅
で
は
棚
田
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
市
場
や

村
々
を
訪
ね
、
ベ
ト
ナ
ム
の
食
や
北
部
少
数
民
族
の

暮
ら
し
ぶ
り
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
で
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
以
下
に
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
の

で
、
も
し
興
味
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。

1：サパのロープウェイからの棚田
風景／ 2：気軽に迎えてくれる村
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読
者
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
声
8
0
0
字
ま
で
、
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
新
宿
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　

読
者
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hensyuu@
tanada.or.jp

読
者

読者

読者の声

名古木の棚田～私の声

　名古木の棚田は、秦野市の豊かな自然と人々

の営みが織りなす貴重な風景であり、近年、地

域の保全活動が注目されている。この美しい棚

田を守り、未来へと受け継ぐために、多くの人々

が関心を寄せている。実際に棚田を訪れ、保全

活動に関わった読者の声として記載する。

「心が落ち着く場所」

　社会人として秦野の風景に親しんできた私

は、「名古木の棚田を訪れるたびに、昔の記憶が

よみがえる」と言える。都会では感じられない、

静けさと穏やかな時間がここには流れており、

棚田を歩くことで心が落ち着く場所である。

「生き物の豊かさに驚き」

　生態系に関心を持つ私は、名古木の棚田で

の水質調査や水生昆虫の観察に参加し、「小さ

な田んぼ一つにこれほど多様な生き物が生息

していることに驚いた」と感想を持った。農業

と自然が共存する場として、棚田の価値を改め

て感じたと言える場所である。

「棚田を守る活動に参加して」

　ボランティアとして棚田の保全活動に携わる

私は、「棚田はただの田んぼではなく、地域の

歴史と文化そのものだ」と言える。無農薬での

米作りに挑戦し、昔ながらの方法で水の管理

を学ぶ中で、農業の大切さと、身をもって理解

したと言える場所である。

「新しい世代へ伝えたい」

　子どもと一緒に棚田イベントに参加した私

は、「都会ではなかなか体験できないことを子

どもに教えられるのがうれしい」と言える。棚

田の風景や農作業を通じて、食べ物の大切さ

や自然とのつながりを学ぶ機会となったと言

える場所である。

　名古木の棚田は、ただの農地ではなく、人々

の思いが詰まった場所である。その美しい景

観と豊かな自然を守るため、多くの人が活動

に関わり、それぞれの視点でその価値を感じ

ている。こうした声を通じて、棚田が持つ意味

をより深く知り、未来へとつなげるためのきっ

かけになればと思える場所となっていると言

える。

　神奈川県秦野市

遊亀 美文
ゆう き　よし ふみ

な が ぬ き

つづら棚田 福岡県うきは市
九州大学総合研究博物館　専門研究員   菊地 稚奈

　都市からの通い耕作でどこまで棚田保全に
貢献できるか？　そんな社会実験も兼ねた棚
田耕作活動「棚田まなび隊」を福岡県うき
は市のつづら棚田で行っています。１枚１枚
が小さいが故に、小さな機械でも耕作できる
という棚田のメリットを生かし、管理機で田
おこしと代かきを行っています。近隣の古老からは「管理機で田おこしやら久しぶりに見たねえ。機械
の馬力が足りんから、子どものころは機械の上に座らされよったよ」と懐かしがられています。

　タ
イ
ト
ル
は
民
俗
学
者
宮
本
常
一
氏
の
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本

人
』
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
で
、
“
本
の
タ
イ
ト
ル
に
は
著
作

権
は
及
ば
な
い
”
と
さ
れ
る
慣
例
に
よ
る
。

　本
書
は
、
農
村
も
漁
村
も
山
村
も
ど
ん
ど
ん
町
に
似
た
た

た
ず
ま
い
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
の
時
代
に
、
東
北
か
ら
九
州
ま

で
の
七
つ
の
地
方
か
ら
一
つ
ず
つ
、
記
憶
さ
れ
記
録
を
残
す
に

値
す
る
と
著
者
が
考
え
た
村
を
選
ん
で
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
に
執
筆
さ
れ
た
。

※
2
0
1
6
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
名
書
に
二
つ
の
章
を
増
補
。

一
章

　 出
雲
国
の
水
晶
山
と
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史
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新
宿
で
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、
無
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冒
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れ
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を
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ビ
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日
本
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選
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な
ぐ
棚
田
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選
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を
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。
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3
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か
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び
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の
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索
サ
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ト
と
な
っ
た
。
12
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目
の
『
旧
暦
棚
田
ご
よ
み
』
は
好
評
で
昨
年
同
様
の
販
売
部
数
。
今
年
も
元
気

で
会
の
活
動
を
続
け
た
い
、
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　総
会
後
の
第
二
部
は
ミ
ニ
講
演
会
で
、
は
じ
め
に
農
林
水
産
省
地
域
振
興
課
の
中
野
課
長
補
佐
を

お
迎
え
し
、
3
月
に
延
長
さ
れ
た
棚
田
地
域
振
興
法
の
成
果
、
改
正
点
の
解
説
。
コ
メ
や
棚
田
を
と

り
ま
く
最
近
の
情
勢
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
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。
続
い
て
久
野
理
事
よ
り
、
13
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で
区
切
り
と
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石
部
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で
の
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昔
な
が
ら
の
お
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く
り
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の
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の
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に
、
画
像
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子
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口
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り
、
下
の
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に
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を
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に
落
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す
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来
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の
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プ
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ク
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の
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で
あ
っ
た
現
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も
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出
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、
か
つ
て
お
世
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に
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っ
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故
人

の
動
画
に
は
涙
し
て
見
入
る
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も
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
懇
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会
が
あ
り
、
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に
一
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流
を
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解答例：谷川の音なき葺きの茂るなり
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谷
川
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流
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日
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ど
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）
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に
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ッ
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の
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・
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き

今回のつぶやき人
事務局

満月生まれ

〈
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番
制
〉
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け
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憶
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落
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。

農
作
業
に
牛
を
借
り
る
と
い
う
会
話
の
記
憶
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う
な
。
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も
し
今
、
畦
道
一
輪
車
1
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走
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て
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と
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れ
ば
、
昔
取
っ
た
杵

柄
で
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い
線
行
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じ
ゃ
な
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？

川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

棚田の田植えと草刈り

［トロノキファーム奮闘記］ 文・写真 トロノキハウス 阿久澤剛樹

「第18回 かえるの卵を探そう」
と田植えを開催しました

　七十二候の「葭始生（あしはじめてしょうず）」の頃、春の水溜まりに卵を

産むヤマアカガエルの卵塊を探す「第18回かえるの卵を探そう！」の本調査を

2025年３月20日（木／春分の日）に開催しました。合計26名（大人9名、子

供17名）の参加、ヤマアカガエルの卵塊は11個ありました。大人数でにぎや

かな調査となりましたが、小さな子供も多く、途中で集合場所の「なごみの家」

に戻る「離脱者」も多かったです。今年は3月15日、20日、4月5日、12日と

都合4回の調査で122個の卵塊を見つけることができました。

　七十二候の「蚕起食桑（かいこおきてくわをはむ）」の頃、5月25日、田植え

をしました。今年は様々な事情から岐阜県立国際園芸アカデミーの学生の参加

はなく参加者は3名。しかし、本会代表理事の杉山行男さんが参加してくれて嬉

しい限りです。この日は棚田オーナーさんの田植えの日で、オーナー田の田植

えを終わらせてからの参加でしたので、杉山さんが疲れなかったか心配です。  

 （相田明）  

　鯉のぼりが泳ぐ川代棚田では、5月3日(祝)大勢のオーナーさんが集まり田植

えが行われました。鴨川市長さん、集落の庄司代表、棚田ネットワークの杉山

代表の挨拶があり、開会式が終わると田んぼに入りました。横一列に並び、田

植えに挑戦する子供たちの歓声のなか2時間ほどで終わり、その後は木陰での

昼食タイムを満喫しました。棚田ネットワークの参加者は32名でとても賑やか

でした。朗報！広場奥のトイレは男女別のおしゃれなトイレに生まれ変わりま

した。

　さらに、6月1日（日）には田んぼの畦の草刈りで、スタッフの他に任意参加

で1家族4人が参加してくれました。爽やかな初夏の風を感じられるなか2時間

弱で終了しました。また、田植え当日は大雨の直後で水が深く、うまく植えら

れなかった所も残り、農家さんにも手伝ってもらい苗の補植作業も行いました。

次回の草刈りは7月6日（日）です。また、稲の育ち具合を見に行きましょう。

　 （杉山行男・上久保郁夫）

　この冬は特別豪雪地帯の当地の人でさえ驚く大雪でした。たっぷり水が

あって田植えにはいいでしょうって？ そうかもしれません。でも安心はで

きません。2年前、復田した蒲生の棚田の初めての田植えは順調でした。が、

その後7月から8月上旬にかけての大旱魃で全く雨が降らず、稲は壊滅的。

大旱魃の爪痕は昨年の田植えにも大きく影響。代掻きしても水がたまらず、

結局田植えできたのは全体の半分以下でした。そのうえ、一昨年の旱魃の

記憶が生々しすぎて中干しができなかったところに、稲刈り前の台風による風雨で、稲は水浸しの田圃に倒伏してし

まい（泣）。こうなると稲刈りにコンバインが使えず、頼みのバインダーも故障…人力勝負の全面手刈り＆はさかけ

となったのでした。大勢のボランティアの参加によりなんとかトロノキファーム史上最も困難な稲刈りを終えるも、

屈強なボランティアからは「稲刈りってこんなに大変だったんですね…」という声も（いえいえ兄さん、本当はコン

バインですいすいといきたかったんですよ）。一昨年、昨年の田植え、草取り、稲刈りに助っ人参加してくださった

皆さん、本当にありがとうございました！ 今年のジョソササイズも何卒よろしく！
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「第18回 かえるの卵を探そう」
と田植えを開催しました

　七十二候の「葭始生（あしはじめてしょうず）」の頃、春の水溜まりに卵を

産むヤマアカガエルの卵塊を探す「第18回かえるの卵を探そう！」の本調査を

2025年３月20日（木／春分の日）に開催しました。合計26名（大人9名、子

供17名）の参加、ヤマアカガエルの卵塊は11個ありました。大人数でにぎや

かな調査となりましたが、小さな子供も多く、途中で集合場所の「なごみの家」

に戻る「離脱者」も多かったです。今年は3月15日、20日、4月5日、12日と

都合4回の調査で122個の卵塊を見つけることができました。

　七十二候の「蚕起食桑（かいこおきてくわをはむ）」の頃、5月25日、田植え

をしました。今年は様々な事情から岐阜県立国際園芸アカデミーの学生の参加

はなく参加者は3名。しかし、本会代表理事の杉山行男さんが参加してくれて嬉

しい限りです。この日は棚田オーナーさんの田植えの日で、オーナー田の田植

えを終わらせてからの参加でしたので、杉山さんが疲れなかったか心配です。  

 （相田明）  

　鯉のぼりが泳ぐ川代棚田では、5月3日(祝)大勢のオーナーさんが集まり田植

えが行われました。鴨川市長さん、集落の庄司代表、棚田ネットワークの杉山

代表の挨拶があり、開会式が終わると田んぼに入りました。横一列に並び、田

植えに挑戦する子供たちの歓声のなか2時間ほどで終わり、その後は木陰での

昼食タイムを満喫しました。棚田ネットワークの参加者は32名でとても賑やか

でした。朗報！広場奥のトイレは男女別のおしゃれなトイレに生まれ変わりま

した。

　さらに、6月1日（日）には田んぼの畦の草刈りで、スタッフの他に任意参加

で1家族4人が参加してくれました。爽やかな初夏の風を感じられるなか2時間

弱で終了しました。また、田植え当日は大雨の直後で水が深く、うまく植えら

れなかった所も残り、農家さんにも手伝ってもらい苗の補植作業も行いました。

次回の草刈りは7月6日（日）です。また、稲の育ち具合を見に行きましょう。

　 （杉山行男・上久保郁夫）

　この冬は特別豪雪地帯の当地の人でさえ驚く大雪でした。たっぷり水が

あって田植えにはいいでしょうって？ そうかもしれません。でも安心はで

きません。2年前、復田した蒲生の棚田の初めての田植えは順調でした。が、

その後7月から8月上旬にかけての大旱魃で全く雨が降らず、稲は壊滅的。

大旱魃の爪痕は昨年の田植えにも大きく影響。代掻きしても水がたまらず、

結局田植えできたのは全体の半分以下でした。そのうえ、一昨年の旱魃の

記憶が生々しすぎて中干しができなかったところに、稲刈り前の台風による風雨で、稲は水浸しの田圃に倒伏してし

まい（泣）。こうなると稲刈りにコンバインが使えず、頼みのバインダーも故障…人力勝負の全面手刈り＆はさかけ

となったのでした。大勢のボランティアの参加によりなんとかトロノキファーム史上最も困難な稲刈りを終えるも、

屈強なボランティアからは「稲刈りってこんなに大変だったんですね…」という声も（いえいえ兄さん、本当はコン

バインですいすいといきたかったんですよ）。一昨年、昨年の田植え、草取り、稲刈りに助っ人参加してくださった

皆さん、本当にありがとうございました！ 今年のジョソササイズも何卒よろしく！
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区

画
さ
れ
た
畔
の
あ
る
田
園
地
帯

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
お
米
は
「Arroz

」
と

い
う
。
中
粒
種
で
、
そ
れ
自
体

あ
ま
り
美
味
し
く
は
な
く
、
味

を
つ
け
て
食
べ
る
。
今
回
、
石
部

棚
田
で
収
穫
さ
れ
た
玄
米
を
お

土
産
に
持
っ
て
行
き
、
土
鍋
で

炊
い
て
お
む
す
び
に
し
て
食
べ
て

も
ら
っ
た
。
味
を
つ
け
な
い
お
米

が
こ
ん
な
に
美
味
し
い
と
は
！
と

感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
み
な
喜
ん
で

く
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
も
日

本
の
お
米
の
美
味
し
さ
が
わ
か
っ

て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
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棚田ネットワーク
認定NPO法人

会員に
なろう！

年会費

○個人会員

○法人会員〔賛助会員〕
１口3万円（１口以上）

私たちは、棚田を守るため、農山村の人々
と都市住民双方の協力のもとに様々なプ
ログラムを企画・運営しています。 これら
の社会貢献活動に賛同し、ご支援いただ
ける企業・団体・事業主様を募集していま
す。 詳細はお問い合わせ下さい。

棚田ネットワークは「棚田の保全に
協力したい！」という会員によって自
主的に運営されているNPOです。
消えゆく美しい“棚田”をどのように
保全していくことができるのでしょ
う？ 一緒に考えませんか？ ぜひ、私
たちと棚田の応援団になりましょう！

私たちは、会報誌「棚田に吹く風（年4回）
やホームページで豊富な棚田情報を発信
しています。会員になりこれらの活動に参
加してみませんか？

法人会員を募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 4,０００円
応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円

年会費

棚田サミット
告知ページ▶

お問い合せ▶ 第30回全国棚田（千枚田）サミット実行委員会 事務局：別府市役所 農林水産課
〒874-8511 大分県別府市上野口町1番15号　TEL. 0977-21-1133　FAX. 0977-23-0552

第30回

全国棚田（千枚田）サミット 別府 2025

・11/1 2土 日

棚
田
で
ウ
エ
ル

想
い
と
願
い
を
コ
メ
て

会場：別府国際コンベンションセンター（ビーコンプラザ） ほか
主催：全国棚田（千枚田）連絡協議会

内成棚田▼

▶

▼地獄蒸し

▲ビーコンプラザ

海地獄▲

https://www.tanada.or.jp

ホームページのここを見て！ホームページのここを見て！


